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アルキメデスポンプ （アルキメデスのらせん）

アルキメデスポンプは、今から2300年くらい前に古代ギリシア
のアルキメデスが考えたといわれる発明です。
パイプの中には軸（じく）があって、らせんとなったうすい板

がついています。この軸をクルクル回すと水がそのらせんにすく
われて、しだいに上まで運ばれるしくみです。アルキメデスポン
プは、今でもコンクリートミキサーの中などに使われています。

３Ｄプリンタで作ったアルキメデスポンプで、水をくみ上げて
みましょう。
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アルキメデスの円周率の求め方

円周率は「円周の長さは、円の直径の長さの何倍か」ということ
を表しています。

１ 直径１０ｃｍの円盤を方眼紙の上で１回転させて、円周の長
さを測ってみましょう。

ｃｍ

２ 円盤のゆがみや、定規の測る位置の違いなどで答えがまちま
ちだと困ります。きちんとした倍率（円周率）は、４０００年以
上前から人類が知りたいと思ってきたことです。
アルキメデスは現在の私たちが使っている、円周率＝３.14とい

う値を２３００年前に見つけていました。その方法をたどってみ
ましょう。

① 円の中に作った正方形と、円の外に作った正方形の辺の長さ
を比べます。
中の正方形 ｃｍ 外の正方形 ｃｍ

② 円の中に作った正６角形と、円の外側に作った正６角形の辺
の長さを比べます。
中の６角形 ｃｍ 外の６角形 ｃｍ
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③ 円の中に作った正１２角形と、円の外側に作った正１２角形
の辺の長さを比べます。
中の１２角形 ｃｍ 外の１２角形 ｃｍ

④ 円の中に作った正２４角形と、円の外側に作った正２４角形
の辺の長さを比べます。
中の２４角形 ｃｍ 外の１２角形 ｃｍ

正多角形の角を多くすると、だんだんと中と外の辺の長さが近
づいてきます。アルキメデスは、このあと正４８角形、正９６角
形についても調べて、円周率を３つめの数字まで正確に求めまし
た。その後いろいろと工夫されながら、今では８０００兆番目の
数字まで求められています。
（円周率の本当の値は ３.１４１５９２・・・と無限に続く数字
になります。数字３つ目まで正確な値を求めたアルキメデスはす
ごいですね。）
アルキメデスの求めた値

中の辺の長さ 外の辺の長さ
正１２角形 31.05 ｃｍ 32.15 ｃｍ
正２４角形 31.32 ｃｍ 31.59 ｃｍ
正４８角形 31.39 ｃｍ 31.46 ｃｍ
正９６角形 31.41 ｃｍ 31.42 ｃｍ






